
担当部局
（担当課）

施策の柱
施策の方向性
事業実施計画

令和４年度の当初計画
令和４年度の取り組み状況

【６月末時点】 課題と今後の取り組み予定
目指すべき姿

（令和４年度の到達目標）

健康政策部
（保健政策課）

【施策の柱】
スポーツ参加の拡大

【施策の方向性】
（６）スポーツを通じた健
康増進

【事業実施計画】
74・75ページ

（１）高知家健康パスポートと連携したスポーツ参加機
会の拡充

　①健康パスポート事業を活用した総合型地域
      スポーツクラブの利用促進

・PRパンフレットによる広報の実施
　②主要なスポーツイベントでのヘルシーポイント付与

・ウオーキング大会等の主要なスポーツイベントでヘ
ルシーポイントを付与

　③健康パスポートアプリによるウオーキングの促進

・１日に8,000歩（65歳以上は6,000歩）以上歩くなど日
常の健康づくりに対してヘルシーポイント付与

・個人の歩数目標設定機能によりそれぞれの活動レ
ベルに応じた健康づくりを支援

・アプリを活用したウオーキングイベントの実施（年間
６回実施予定）

　④健康パスポートアプリのお知らせ通知機能を活用し
た、健康行動の勧奨に関する情報発信

　・市町村及び県からアプリユーザーに対する
　　スポーツイベント等の情報発信

　⑤働きざかりへの総合啓発の実施

・健康づくりひとくちメモ等による啓発

※パスポートアプリダウンロード件数（R３年度末）：
　　28,699件

（１）高知家健康パスポートと連携したスポーツ参加機
会の拡充

 ①健康パスポート事業を活用した総合型地域

　　スポーツクラブの利用促進
・PRパンフレットによる広報を実施（Ｒ４．４～５月）

　配付：1,307カ所、81,609部
 ②主要なスポーツイベントでのヘルシーポイント付与
　　・ウォーキング大会等の主要なスポーツイベント
     を健康パスポート指定イベントとし、ヘルシーポ
     イントを付与

 ③健康パスポートアプリによるウォーキングの促進
・１日に8,000歩（65歳以上は6,000歩）以上歩くなど
日常の健康づくりに対してヘルシーポイント付与

・個人の歩数目標設定機能によりそれぞれの活動
レベルに応じた健康づくりを支援

・アプリを活用したウオーキングイベントの実施
　（６月）

 ④働きざかりへの総合啓発の実施
・健康づくりひとくちメモ（運動編）：テレビ放送
　２回（Ｒ４．５月末）

※パスポートアプリダウンロード件数（Ｒ４．５月末）：
31,190件（＋2,491件）

（１）高知家健康パスポートと連携したスポー
ツ参加機会の拡充

◆健康管理に取り組む人
が増え、運動習慣など
健康的な保健行動の定
着が図られている。

◆パスポートダウンロード
件数：35,000件（Ｒ４年度
末）

子ども・福祉政策部
（長寿社会課）

【施策の柱】
スポーツ参加の拡大

【施策の方向性】

（２）ライフステージに応じ
たスポーツ活動の推進

【事業実施計画】
62・63ページ

（１）高齢者の生きがいと健康づくり推進事業
高齢者が健康で生きがいをもって社会生活ができるよ
うな各種取り組みを支援することにより、高齢者福祉の
推進を図る。

①こうちシニアスポーツ交流大会の開催
　・大会の開催
　　　※総合開会式は新型コロナウイルス感染症の

　　　　影響により開催しない
　　　種目別競技会（20種目）の開催（4月～5月）
②ねんりんピックへの選手派遣支援
（高知県社会福祉協議会への補助金交付）
　・ねんりんピック神奈川：開催期間11/12～11/15　

　　総合開会式（11/12） 競技会（11/13～11/15）
③ろうれんピック開催支援
（県老人クラブ連合会への補助金交付）
　・開催日
　　　東部大会（安芸市）
　　　中部大会（高知市）

　　　西部大会（宿毛市）

（１）高齢者の生きがいと健康づくり推進事業
①こうちシニアスポーツ交流大会の開催
　種目別競技会（20種目）の開催（4/17 ～6/16）　
　17種目（健康マージャン、囲碁、将棋を除く）の開催　
　・参加者数：756人（5/29時点）

 【4/23】剣道
 【5/7】 弓道
 【5/12】テニス、ソフトテニス、水泳、マラソン、　
 　　　　　ゲートボール、卓球、パークゴルフ
 【5/14】ボウリング
 【5/17】ペタンク
 【5/19】グラウンド・ゴルフ、ターゲット・バードゴルフ
　　　　　（雨天で5/12から延期）
 【5/29】バウンドテニス、ソフトバレーボール
 【6/16】　ソフトボール
　　　　　（雨天で5/12から延期）

　※太極拳は出場チームが集まらず中止

（１）高齢者の生きがいと健康づくり推進事業
　こうちシニアスポーツ交流大会やろうれん
ピックについては、新しい生活様式を踏まえ
て大会が実施できるよう支援していく。

　また、高齢者の継続的な健康づくりを推進
するため、引き続き各市町村の老人クラブに
おける健康づくりや介護予防の取り組みを支
援する。

　

◆高齢者が健康で生きが
いをもって社会生活がで
きるようになる。

令和４年度　各部局のスポーツ関連施策の進捗状況
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担当部局
（担当課）

施策の柱
施策の方向性
事業実施計画

令和４年度の当初計画
令和４年度の取り組み状況

【６月末時点】
課題と今後の取り組み予定

目指すべき姿
（令和４年度の到

達目標）

中山間振興・
交通部

（交通運輸政策課）

【施策の柱】
スポーツ参加の拡大

【施策の方向性】
（３）障害者のスポーツ参加
機会の拡充

【事業実施計画】
68・69ページ

（1）公共交通活性化支援事業費補助金
①生活交通路線を運行する乗合バス事業者及び市　　

町村に、低床車両導入に対する補助を実施
　（当初要望　６両）
②バス停留所・鉄道の駅舎のバリアフリー対応に対　　　
する補助を実施
（当初要望　土佐清水市、香南市）

（2）バス運行対策費補助金
　複数市町村を横断し運行を行う乗合バス事業者
に、低床車両導入に対する補助を実施（当初要望７
両）

（１）公共交通活性化支援事業費補助金
①生活交通路線を運行する乗合バス事業者及び市町村に、
低床車両導入に対する補助を実施
・東洋町に交付決定
②バス停留所・鉄道の駅舎のバリアフリー対応に対する補助
を実施
・香南市に交付決定

（１）公共交通活性化支援事業費補助金
①生活交通路線を運行する乗合バス事
業者及び市町村に、低床車両導入に対す
る補助を実施
②バス停留所・鉄道の駅舎のバリアフ
リー対応に対する補助を実施

（２）バス運行対策費補助金
　複数市町村を横断し運行を行う乗合バ
ス事業者に、低床車両導入に対する補助
を実施

◆公共交通にお
けるバリアフリー
化が進み、障害
者等がスポーツ
に参加しやすい
環境整備の充実
が図られている。

中山間振興・
交通部

（中山間地域対策課）

【施策の柱】
スポーツを通じた活力ある
県づくり

【施策の方向性】
（１）スポーツを通じた経
済・地域の活性化

【事業実施計画】
92・93ページ

（３）集落活動センター推進事業費補助金
　集落活動センター推進事業費補助金やアドバイ
ザー派遣等による支援

（３）集落活動センター推進事業費補助金
　集落活動センター推進事業費補助金やアドバイザー派遣、
地域本部の助言等による支援
（スポーツ合宿の受け入れ）
　①宿泊：
　　集落活動センターであいの里蜷川（延べ30人泊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【6月末見込】
　　集落活動センターかきせ（延べ0人泊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【6月末見込】
　　集落活動センターおちめん（延べ271人泊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【6月末見込】

　②食の提供：
　　＜土佐西南大規模公園＞
　　集落活動センター北郷（延べ7回403食）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【6月末見込】
　　集落活動センターかきせ（延べ1回24食）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【6月末見込】
　　集落活動センター佐賀北部（延べ4回377食）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【6月末見込】
　　集落活動センターであいの里蜷川（延べ0回0食）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【6月末見込】
　　＜須崎市立スポーツセンター＞
　　集落活動センターうらのうち（延べ20回1,497食）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【6月末見込】

（３）集落活動センター推進事業費補助金
・新たに創設した継続・発展支援事業によ
り、ソフト・ハード両面からの支援を行う

◆スポーツツーリ
ズムの振興によ
り中山間地域が
活性化されてい
る。

令和４年度　各部局のスポーツ関連施策の進捗状況
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担当部局
（担当課）

施策の柱
施策の方向性
事業実施計画

令和４年度の当初計画
令和４年度の取り組み状況

【６月末時点】
課題と今後の取り組み予定

目指すべき姿
（令和４年度の到達目標）

土木部
（公園下水道課）

【施策の柱】
スポーツ参加の拡大

【施策の方向性】
（７）スポーツに親しむ場の
確保

【事業実施計画】

－

（１）エリアの拠点となるスポーツ施設や各競技団
体の活動拠点となるスポーツ施設の整備【公園下
水道課】

１ 春野総合運動公園
　○老朽化した施設の改修等
　　・体育館小アリーナ壁面塗装・床面改修工事
　　　※R5全国中学校体育大会に向けた整備
　　・水泳場プールサイドの改修
　　・陸上競技場（補助）の更新検定に必要な備品
　　 整備

　○リモート環境の整備
　　・WiFi環境の整備

２ 室戸広域公園
　○老朽化した施設の改修等
　　・野球場防球ネット等張替工事

３ 土佐西南大規模公園（大方地区）
　○スポーツ施設等の充実
　　・テニスコートスタンド整備工事
　　・球技場スタンド整備工事
　○老朽化した施設の改修等
　　・移動式バスケットゴールの更新

（１）エリアの拠点となるスポーツ施設や各競技
団体の活動拠点となるスポーツ施設の整備【公
園下水道課】

１ 春野総合運動公園
　○老朽化した施設の改修等
　　・体育館小アリーナ壁面塗装・床面改修工事
　　　※R5全国中学校体育大会に向けた整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（準備中）
　　・水泳場プールサイドの改修　　　 （準備中）
　　・陸上競技場（補助）の更新検定に必要な備
　　 品整備　　　　　　　　　　　　　　　　　（準備中）
　○リモート環境の整備
　　・WiFi環境の整備　　　　　　　　　　　（準備中）
２ 室戸広域公園
　○老朽化した施設の改修等
　　・野球場防球ネット等張替工事　 （準備中）
３ 土佐西南大規模公園（大方地区）
　○スポーツ施設等の充実
　　・テニスコートスタンド整備工事　　　（発注済）
　　・球技場スタンド整備工事　　　　　　（発注済）
　○老朽化した施設の改修等
　　・移動式バスケットゴールの更新　　（契約済）

（１）エリアの拠点となるスポーツ施設
や各競技団体の活動拠点となるス
ポーツ施設の整備【公園下水道課】

教育委員会
（保健体育課）

【施策の柱】
スポーツ参加の拡大

【施策の方向性】
（２）ライフステージに応じた
スポーツ活動の推進

【事業実施計画】

64・65ページ

（１）体育指導力向上研修事業

 ○体育・保健体育指導力向上研修（西部ブロック：
　熊本県）に指導者派遣（５月）

　・「幼児の運動遊び部会」他６部会

（２）体育・保健体育指導力向上事業

 ○体育・保健体育指導力向上伝達講習会（８月）
　・県内の幼稚園教諭・保育士、小・中・高・特別支　
　　援学校教員対象）
 ○体育・保健体育課題解決研修会（８月）
　・「パラスポーツ・器械運動」についての実技講習
　　会（小・中・高・特別支援学校教員対象）

（１）体育指導力向上研修事業
 〇体育・保健体育指導力向上研修（西部ブロッ
ク：熊本県）　５/11～13
　　
（２）体育・保健体育指導力向上事業
 〇体育・保健体育指導力向上伝達講習会
　・実施要項作成、募集開始
 〇体育・保健体育課題解決研修会
　・実施要項作成、募集開始

（１）体育指導力向上研修事業
 〇体育・保健体育指導力向上研修
 　・受講者が体育・保健体育指導力向
　　上伝達講習会にて研修講師を行う。
　 ・体育・保健体育指導力向上伝達講
　　習会でより効果的な伝達ができる
　　ような体制の構築
（２）体育・保健体育指導力向上事業
 〇体育・保健体育指導力向上伝達講
　習会
　８/22～24、26　高知県立県民体育　
　館他
 〇体育・保健体育課題解決研修会
　８/25　高知県立県民体育館

◆県内の保育所・幼稚園等において、
「幼児期運動指針（文部科学省）」に
基づいた実践が行われる。

◆県内の小・中・高等学校において、
学習指導要領に基づいた実践が行
われる。

令和４年度　各部局のスポーツ関連施策の進捗状況
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担当部局
（担当課）

施策の柱
施策の方向性
事業実施計画

令和４年度の当初計画
令和４年度の取り組み状況

【６月末時点】
課題と今後の取り組み予定

目指すべき姿
（令和４年度の到達目標）

教育委員会
（保健体育課）

【施策の柱】
スポーツ参加の拡大

【施策の方向性】
（２）ライフステージに応じた
スポーツ活動の推進

【事業実施計画】

64・65ページ

（３）体育授業等改善促進事業
　児童・生徒の豊かなスポーツライフの実現に向け
て、運動・スポーツが好きな児童・生徒の育成を図
るために、体育・保健体育の授業の質を高める。

 ○体育授業改善プロジェクト事業
（小学校）
　中核教員のさらなる指導力向上を図るため、授業
づくりや実技指導に関する研修会を行うとともに、
その成果を校内に伝達する。
　
（中学校）
  教科会や教科間連携での取組を活かしながら保
健体育の授業改善を行う。

（高等学校）
  授業改善の協力校において年次研修と関連付け
て授業改善の取組を行い、校内及び県内で実践の
共有を図る。　

（３）体育授業等改善促進事業
（小学校）
　・小学校体育推進委員を軸とした指導力向上　
　事業（年３回の実技研修会　第１回：６/29）
 ・要請訪問による指導主事等の派遣
　（３校３研修会３回）

（中学校）
　・要請訪問による指導主事の派遣
　（１校１研修会１回）

（高等学校）
　・授業スタンダードに基づく授業改善協力校の　
　決定（３校）

（３）体育授業等改善促進事業
（小学校）
　・小学校体育推進委員を軸とした指
　導力向上事業（第２回：９/12　第３
  回：10/７）
 ・要請訪問による指導主事等の派
  遣（６校６研修会６回）

（中学校）
　・要請訪問による指導主事の派遣
　（７校10研修会10回）

（高等学校）
　・授業改善協力校への指導主事の
　派遣
　（年３回程度）

◆１週間の総運動時間が60分未満
の児童生徒の割合が、平成30年度
と比較して減少する。

◆全国体力・運動能力、運動習慣等
調査における体力総合評価のＤＥ率
が令和元年度と比較して減少する。

◆体育・保健体育の授業が「嫌い・
やや嫌い」と思う児童生徒の割合が
平成30年度と比較して減少する。

◆授業以外でも自主的に運動やス
ポーツをする時間を持ちたいと思う
児童生徒が平成30年度と比較して
増加する。

◆中学校ではタテ持ちや教科間連携、
教科会、高等学校では教科会による
授業改善の取り組みが進んでいる。

スポーツ参加の拡大

【施策の方向性】
（２）ライフステージに応じた
スポーツ活動の推進

【事業実施計画】

66・67ページ

（４）運動部活動指導員配置事業
　中学校や高等学校等の運動部活動に単独で指
導や引率ができる運動部活動指導員を配置するこ
とで、顧問教員の部活動に係る負担を軽減するとと
もに、部活動の運営の適正化を進める。
 ○運動部活動指導員の配置（５月以降）
　　　・指導力向上の研修

（５）地域運動部活動推進事業
　令和５年度からの休日の部活動の段階的な地域
移行に向け、拠点校（地域）において実践研究を行
い、研究成果を普及することで、休日の運動部活
動の展開につなげる。

（４）運動部活動指導員配置事業
 ○運動部活動指導員の配置
　　　・運動部活動指導員の配置状況

　　　　市町村立中学校：27校40部（41名）
　　　　県立中学校：３校６部（７名）　　　
　　　　高等学校：21校41部（48名）
　　　・研修会の実施

　　　　県立学校の配置に係る研修（オンデマンド
研修）

（５）地域運動部活動推進事業　　

 ○土佐清水市（中学校）
　　再委託：５月
　　活動開始：５月（バトミントン、テニス）

（４）運動部活動指導員配置事業
　・研修会の実施

　　運動部活動課題解決研修会（11月
予定）

（５）地域運動部活動推進事業
　○土佐清水市（中学校）
　　・検討・運営会議の開催、活動・実
態調査 　
　　の実施
　　・市町村から実績報告：２月
　  ・県教育委員会から国へ報告：３月
　　・研究成果の発信（実践研究報告
　　　書の送付）：３月

◆運動部活動の課題に対する具体
的な対策が実施され、課題が改善さ
れている。
・運動部活動指導員を活用した部活
動総数（年間）
　中学校、高等学校、特別支援学校　
100部以上
◆令和５年度からの休日の部活動
の段階的な地域移行に向けて、拠点
校(地域)において実践研究を実践し、
研究成果を普及することで、休日の
地域部活動の展開につなげる。

令和４年度　各部局のスポーツ関連施策の進捗状況
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担当部局
（担当課）

施策の柱
施策の方向性
事業実施計画

令和４年度の当初計画
令和４年度の取り組み状況

【６月末時点】
課題と今後の取り組み予定

目指すべき姿
（令和４年度の到達目標）

教育委員会
（保健体育課）

【施策の柱】
スポーツ参加の拡大

【施策の方向性】
（３）障害者のスポーツ参
加機会の拡充

【事業実施計画】

68・69ページ

（６）パラスポ体験教室　
　パラスポーツ（障がい者スポーツ）を教材化し
た「I'mPOSSIBLE」（国際パラリンピック委員会公
認教材）を活用したパラスポーツ体験教室を実
施し、体験や交流を通じて県内児童生徒のス
ポーツへの関心を高めるとともに、パラリンピッ
ク教育を通したインクルージョンの考え方を身に
付けさせていく。
 ○パラスポーツ（ボッチャ）の体験

（６）パラスポ体験教室
 ○パラスポーツ（ボッチャ）の体験
 ○派遣講師（県内パラスポーツ選手）との交流
　　　・実施要項作成、募集開始
　

（６）パラスポ体験教室
　・派遣事業の実施：９～２月（８校）
　　　　

◆県内すべての学校におい
て、オリンピック・パラリン
ピック教育が実践され、児童
生徒にパーソナルレガシー
が残されている。

【施策の柱】
スポーツ参加の拡大

【施策の方向性】
（７）スポーツに親しむ場の
確保

【事業実施計画】

78・79ページ

（７）県立学校体育施設開放事業
　県民の日常的なスポーツ活動を促進するため、
身近な施設である県立学校体育施設を開放す
る。

（７）県立学校体育施設開放事業
　・県立学校体育施設の開放状況
　　８市３町１村18校29施設57団体

（７）県立学校体育施設開放事業
・事業の実施（～３月）

◆学校体育施設をはじめ、
開放される公共施設が増加
するとともに、利用しやすい
運営改善がなされ、利用者
が増加している。

【施策の柱】
競技力の向上

【施策の方向性】
（２）系統立てた育成・強化
体制の確立

【事業実施計画】
84・85ページ

（８）県立学校運動部活動活性化事業
　本県のスポーツにおける競技力の向上を図る
ため、県立学校へレベルの高い専門的な知識を
持つ指導者やスポーツ医科学の専門家を派遣
する。

 ○競技団体から専門の指導者の派遣（１回２時
間×年間11回×15部）
　
 ○スポーツ医科学の専門家の派遣（１回２時間
×年間２回×５部）

（８）県立学校運動部活動活性化事業
○競技団体から専門の指導者の派遣
　・派遣開始
　・２校２部　高知工業（卓球）、佐川（女子バレー）
　
 ○スポーツ医科学の専門家の派遣
　・派遣開始
　・２校２部　高知工業（空手）、山田（女子陸上）

（８）県立学校運動部活動活性化事業
○競技団体から専門の指導者の派遣
　・各部へ10回程度の派遣を実施（～３月）
　　※派遣可能数に至るまで随時募集
 ○スポーツ医科学の専門家の派遣
　・各部へ10回程度の派遣を実施（～３月）
　　※派遣可能数に至るまで随時募集

◆運動部活動の加入率が
改善されるとともに、全国高
等学校総合体育大会の入
賞数が増加している。
・運動部活動の加入率
　Ｈ29年度：47.4％
　H30年度：47.6％
　Ｒ１年度：47.6％

・全国高等学校総合体育大
会の入賞数
　H29年：個人10・団体３
　H30年：個人11・団体２
　Ｒ１年：個人17・団体３
　Ｒ３年：個人14・団体３

令和４年度　各部局のスポーツ関連施策の進捗状況
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